
グループ１−（１）⾃社内独⾃の運転者研修等の実施

 以下に注意し作成してください。

会社名・営業所名
開催年⽉⽇
開催場所

桜 ⼀郎 ●● ●● ●● ●●
新宿 太郎 ●● ●● ●● ●●
●● ●● ●● ●●
●● ●● ●● ●●

運転者個⼈による⾃⼰チェック、テスト等のみで指導記録がないものは加点の対象としない。
（システム的に結果が出⼒され、個⼈に伝えられるものについては対象とする）

（個別の添乗指導）

研修実施記録や研修報告書など

個別指導の場合

研修実施記録
桜運送㈱ 新宿営業所
令和●年●⽉●⽇

本社営業所

教育内容

参加者名簿

（個別に⾏うKYT）

「会議議事録」ではないこと

申請する営業所名があること。共催の
場合も申請する営業所名が必要。
通称名を使⽤している場合は、資料に
書き添えるか⾃認書を添付すること

対象期間内であるか確認するため、必ず
「年⽉⽇」の記載があること
（⻄暦、和暦どちらでも構いません。）

具体的な教育内容。どんな研修を⾏ったか
わかるように記⼊。当⽇の資料を必ず添付
すること。（全ての資料を添付する必要は
ないが、交通事故防⽌等【研修内容の具体
例】に関する内容が記載されているこ
と。）参加者「⽒名」を記載。役職員名簿と参加者の名前を照会

するため、カラーマーカーをつける。
（選任運転者数の半数以上が研修を受講：3点、選任運転
者数の半数以下の受講・選任運転者以外の従業員の受講：
1点）
参加者名簿は別紙でも可。別紙にも、必ず「営業所名」
「開催年⽉⽇」「開催場所」が記載されていること。

添乗指導記録

以下の記載があること
・事業所名（営業所名）
・実施年⽉⽇
・運転者⽒名（カラーマーカーをつける）
・指導者⽒名
・指導内容がわかる記載（指導コメント）
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 ・【研修内容の具体例】に関する内容が含まれる教材を使⽤していることがわかる資料を添付すること。
 ・指導やテストを⾏っていることがわかる資料を添付すること。

対象外
・朝礼や点呼時の指⽰、書⾯による伝達等で研修と⾒なせないもの
・会議と⾒なされるもの（議事録）→ グループ２−（１）で評価
・荷物事故やお客様トラブルに関する内容
・積み付け、固縛時の事故や労働災害に関する内容
・客先、物流施設、駐⾞場、⾞庫などにおける事故、フォークリフト、クレーン等の研修
・各所法令等により受講義務のある研修。（危険物、労働安全衛⽣法省令に基づくもの等）
・具体的な指導内容がわからない指導状況の⼀覧や指導⽇の⼀覧表のみ
・⾃社内独⾃のドライバーコンテスト等の競技会
・具体的な指導内容がわからない指導状況の⼀覧や指導⽇の⼀覧表のみ
・軽⾃動⾞を使⽤した添乗指導の記録

個別指導の場合

（eラーニング）

eラーニングの教材
・交通事故防⽌に係る輸送の
安全に関する内容

・点検整備、タイヤ特性など
トラック⾞両の安全性に関
する内容

・安全運転、省エネ運転など
運転技術に関する内容

等

テスト結果や指導の
内容がわかる資料

以下の記載があること
・事業所名（営業所名）
・実施年⽉⽇
・運転者⽒名（カラーマーカーをつける）
・指導者⽒名
・指導の場合は、指導内容がわかる記載
（指導コメント）
※選任運転者の半数以上の資料を添付
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